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はじめにはじめに

弊社の映像監視システムについてご紹介致します。弊社の映像監視システムについてご紹介致します。

　　　　用語説明：用語説明：

CyberVMS(Cyber Video Monitoring System) : CyberVMS(Cyber Video Monitoring System) : サイバネット映像監視システムサイバネット映像監視システム

CyberDVC(Cyber Digital Video Client)CyberDVC(Cyber Digital Video Client)：： サイバネットデジタルヴィデオクライアントサイバネットデジタルヴィデオクライアント

CyberDVC4CyberDVC4　：　４　：　４ChannelChannelのサイバネットデジタルヴィデオクライアントのサイバネットデジタルヴィデオクライアント

CyberDVC8CyberDVC8　：　　：　8Channel8Channelのサイバネットデジタルヴィデオクライアントのサイバネットデジタルヴィデオクライアント

CyberDVC16CyberDVC16　：　　：　16Channel16Channelのサイバネットデジタルヴィデオクライアントのサイバネットデジタルヴィデオクライアント

CyberCVM(Cyber Central Video Monitor) :CyberCVM(Cyber Central Video Monitor) :サイバネットセンター映像監視マシンサイバネットセンター映像監視マシン

CyberCVS(Cyber Central Video Storage) :CyberCVS(Cyber Central Video Storage) :サイバネットセンター映像ストレジサイバネットセンター映像ストレジ

X264 :  H264X264 :  H264に対抗するためのフリーのに対抗するためのフリーのCODECCODEC



システム構成システム構成



システム特徴システム特徴

1)1) 従来のアナログ監視と同じくローカル監視可能。従来のアナログ監視と同じくローカル監視可能。

2)2) ローカルデジタル録画可能で、テープ交換など不要。ローカルデジタル録画可能で、テープ交換など不要。

3)3) 一台で４、８、１６台のカメラ接続できる。一台で４、８、１６台のカメラ接続できる。

4)4) システムで動き感知が可能で、アラームシステムや、盗難システムで動き感知が可能で、アラームシステムや、盗難
システムなどと連結が可能になる。システムなどと連結が可能になる。

5)5) 管理センターで、一台の管理センターで、一台のサイバネットセンター映像監視マシンで、最大サイバネットセンター映像監視マシンで、最大
６４画面の監視が可能になる。　６４画面の監視が可能になる。　22ScreenScreen対応で、重点監視対象を対応で、重点監視対象をNo.2No.2のの
ScreenScreenににおいて＜最大４画面＞　重点監視が可能になる。おいて＜最大４画面＞　重点監視が可能になる。

6)6) 画像に時間が埋め込まれており、時間の表示が画像と正画像に時間が埋め込まれており、時間の表示が画像と正
反になっていて、見れないことはなくなる。反になっていて、見れないことはなくなる。

7)7) センター側のデジタル録画が可能で、ストレージの容量がセンター側のデジタル録画が可能で、ストレージの容量が
あれば、数ヶ月分の画像を保存できる。あれば、数ヶ月分の画像を保存できる。



システム特徴その２システム特徴その２

1)1) 転送されている画像が暗号化しており、途中での画像盗転送されている画像が暗号化しており、途中での画像盗
みを防止する。みを防止する。

2)2) 蓄積されたデータを見るには、専用の蓄積されたデータを見るには、専用のPlayerPlayerがある。がある。

3)3) DataBaseDataBase化化されたされたEventEvent統合管理。統合管理。

4)4) リモートで構成定義や変更などが可能。リモートで構成定義や変更などが可能。

5)5) 緊急時に自動メール送信、自動電話するなどが可能。（※）緊急時に自動メール送信、自動電話するなどが可能。（※）

6)6) ユーザにニーズによって、カスタマイズ可能（※）ユーザにニーズによって、カスタマイズ可能（※）






